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第47回通常総代会を開催、
新体制も発足
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News!

News!

第４７回通常総代会を開催、新体制も発足

くみあい飼料5社が来年4月に合併へ

令和4年度事業報告などの議案を承認

飼料事業の機能強化へＪＡ全農くみあい飼料を設立

総務人事部

畜産生産部

　
全
農
は
7
月
28
日
、東
京
都
内
で
第
47
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
、令

和
4
年
度
事
業
報
告
な
ど
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
農
の
飼
料
製
造
・
販
売
子
会
社
で
あ
る
J
A
全
農
く
み
あ
い
飼
料

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
、J
A
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
、J
A

東
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
、J
A
西
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
、お
よ
び

ジ
ェ
イ
エ
イ
北
九
州
く
み
あ
い
飼
料
㈱
は
、2
0
2
4
年
4
月
1
日
に

合
併
し
ま
す
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
菅
野
幸
雄

会
長
は「
令
和
4
年
度
は
、生
産

資
材
価
格
の
高
騰
や
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ま
ん
延
な
ど
厳
し

い
事
業
環
境
と
な
っ
た
が
、
皆

さ
ま
の
協
力
を
賜
り
、
中
期
計

画
の
全
体
戦
略
を
着
実
に
す
す

め
る
こ
と
が
で
き
た
」と
述
べ

　
合
併
に
よ
り
、
青
森
県
か
ら

熊
本
県
ま
で
の
43
都
府
県
を
営

業
エ
リ
ア
と
し
、
配
合
飼
料
の

年
間
供
給
量
は
4
5
0
万
㌧
超

た
上
で
、「
全
農
は
、
農
家
組
合

員
・
会
員
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添

い
、そ
の
負
託
に
応
え
、持
続
可

能
な
農
業
、
農
村
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
た
め
に
精
い
っ
ぱ
い
努
め

て
い
く
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
4
年
度
事
業

報
告
に
お
い
て
は
、
取
扱
高
は

4
兆
9
6
0
6
億
円
、出
資

配
当
は
計
画
2
%
に
1
%

を
加
え
3
%
、事
業
利
益
が

黒
字
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

事
業
分
量
配
当
50
億
円
を
実

施
す
る
こ
と
を
提
案
し
、承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、総
代
会
後
の
経
営

管
理
委
員
会
で
、折
原
敬
一

会
長
、
八
木
岡
努
副
会
長
、

吉
見
一
弥
副
会
長
が
新
た
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。折
原
会

長
は
同
日
開
い
た
記
者
説
明

会
で「
持
続
可
能
な
農
業
と

食
の
提
供
に
向
け
、な
く
て

は
な
ら
な
い
全
農
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
全
身
全
霊
を
懸

け
る
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

と
な
る
、
国
内
ト
ッ
プ
の
メ
ー

カ
ー「
J
A
全
農
く
み
あ
い
飼

料
㈱
」と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
生
産
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
飼

料
の
製
造
・
販
売
に

よ
っ
て
、
安
全
・
安
心

で
高
品
質
な
畜
産
物
の

生
産
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
が
、
合
併
に
よ
る

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
て
、
事
業
運
営

の
効
率
化
や
製
造
技

術
・
営
業
ノ
ウ
ハ
ウ
の

共
有
化
、
畜
産
専
門
人

材
の
育
成
な
ど
を
行
い

ま
す
。ま
た
、地
域
ご
と

に
強
化
し
て
き
た
飼
料

会
社
の
機
能
を
さ
ら
に

高
度
化
し
、J
A
各
組

織
と
の
連
携
に
よ
り
生

産
者
の
事
業
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

第
47
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
た

（
手
前
左
か
ら
）齊
藤
良
樹
常
務
理
事
、野
口
栄
代

表
理
事
理
事
長
、遠
藤
充
史
畜
産
生
産
部
長
、（
左

奥
か
ら
）北
九
州
の
谷
清
司
社
長
、西
日
本
の
神
野

正
二
社
長
、く
み
あ
い
Ｈ
Ｄ
の
守
江
寛
社
長
、東
日
本

の
小
林
茂
雄
社
長
、北
日
本
の
浦
田
克
博
社
長
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協
同
組
合
運
動
に
身
を
投
じ
て
、
半
世
紀
。

　
そ
の
ス
タ
ー
ト
は
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
イ
カ
産
地
づ
く

り
に
明
け
暮
れ
た
営
農
指
導
員
で
あ
り
ま
す
。

　
私
の
地
元
は
、「
雪
と
す
い
か
と
花
笠
の
ま
ち
」

で
知
ら
れ
る
山
形
県
尾
花
沢
市
で
す
。

　
今
で
こ
そ
、
夏
ス
イ
カ
生
産
量
日
本
一の
産
地
、

そ
し
て
県
内
一、
東
北
で
も
有
数
の
和
牛
生
産
地
と

し
て
評
価
を
得
る
に
至
り
ま
し
た
が
、
一朝
一夕
で
産

地
化
が
図
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
場
で

の
失
敗
や
幾
多
の
課
題
と
困
難
に
立
ち
向
か
っ
た
生

産
者
を
は
じ
め
、
行
政
・Ｊ
Ａ
関
係
者
が
一
丸
と
な

り
取
り
組
ん
だ
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
が
入
組
し
た
昭
和
48
年
ご
ろ
は
、
養
蚕
の
斜
陽

化
や
米
の
減
反
政
策
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な

営
農
類
型
を
模
索
す
る
時
代
で
し
た
。
そ
う
し
た
な

か
、
畑
作
振
興
と
畜
産
振
興
は
、
重
要
な
品
目
選

択
と
な
り
、行
政
の
支
援
も
得
な
が
ら
、産
地
化
（
＝

ブ
ラ
ン
ド
化
）
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
培
っ
た
経
験
が
、「
現
場
主
義
」「
組
合
員

目
線
」と
い
う
、私
の
確
固
た
る
信
念
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
信
念
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
協
同
組
合
運
動

の
集
大
成
と
し
て
、
全
農
会
長
就
任
に
あ
た
り
、

私
の
決
意
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
は
、
次
の
全
農
会
長
に
求
め
ら
れ
る
役
割
・

使
命
は
、「
全
農
自
己
改
革
」
の
背
景
と
実
践
を
し
っ

か
り
と
振
り
返
り
な
が
ら
、「
食
と
農
を
未
来
へつ

な
ぐ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
中
期
計
画
を

着
実
に
実
践
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
発
展
を
め

ざ
し
次
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
昨
年
７
月
か
ら
の
１
年
間
、
副
会
長
と
し
て
、

菅
野
会
長
、
乗
富
副
会
長
と
と
も
に
中
期
計
画
の

実
践
に
あ
た
って
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
の
基
本
姿
勢
は
、
そ
の
継
承
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
の
３
年
の
任
期
中
に
お
い
て
も
、
生
産
者
と
消
費

者
を
安
心
で
結
ぶ
懸
け
橋
に
な
る
と
い
う
経
営
理
念

の
も
と
、
め
ざ
す
姿
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
農
業

と
食
の
提
供
の
た
め
に〝
な
く
て
は
な
ら
な
い
全
農
〞

で
あ
り
続
け
る
」
た
め
引
き
続
き
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
そ
れ
ら
を
具
現
化
す
る
に
あ
た
って
、「
生
産
者
」

「
消
費
者
」「
職
員
」「
経
営
基
盤
」
の
四
つ
に
つい
て
、

私
の
考
え
方
を
掲
げ
ま
す
。

　
第
一の
「
生
産
者
」
に
つ
い
て
は
、
生
産
現
場
に

寄
り
添
い
、
組
合
員
の
目
線
に
立
っ
た
施
策
を
展
開

す
る
こ
と
で
す
。

　
全
農
の
会
員
は
Ｊ
Ａ
で
す
が
、
そ
の
組
合
員
で
あ

る
生
産
者
の
営
農
継
続
、
地
域
農
業
の
振
興
が
わ

れ
わ
れ
の
存
在
意
義
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
生

産
現
場
、
組
合
員
の
目
線
が
何
よ
り
も
重
要
と
な

り
ま
す
。 

　
生
活
の
根
幹
を
な
す
食
の
安
定
供
給
の
た
め
に

は
、
食
料
安
全
保
障
は
絶
対
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
具
現
化
に
向
け
て
生
産
者
の
た
め
に
な
る
施
策
を

考
え
な
け
れ
ば
営
農
継
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
全
農
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
今
ま

さ
に
原
点
に
立
ち
返
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
最
善

を
尽
く
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
組

合
員
の
「
目
線
」
に
加
え
、「
目
の
数
」
も
意
識
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
全
国
約
4
0
0
万

人
の
正
組
合
員
数
の
う
ち
、
園
芸
振
興
や
畜
産
振

興
が
進
ん
だ
と
は
い
え
、
全
国
で
み
れ
ば
依
然
と
し

て
、
水
田
農
業
に
関
わ
る
正
組
合
員
数
が
最
も
多

い
と
い
う
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
意
識
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
第
二
の
「
消
費
者
」
に
つ
い
て
は
、
訴
求
の
あ
り

方
を
深
掘
り
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
、
単
に
宣
伝
と
広
告
を
通
し
て
、
国
産
の

農
畜
産
物
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
止
ま
ら

ず
、
適
正
な
価
格
形
成
へ
の
理
解
を
得
て
い
く
た
め

の
訴
求
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
労
働
力
の
確
保
や
地
域
共
同
活
動
の
維

持
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
消
費
者
と
い
う
立
場
に
止

ま
ら
ず
、
地
域
農
業
を
理
解
し
応
援
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
訴
求
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
消
費
者
＝
関
係
人
口
と
し
て
、
農
業
を
も
っ
と
理

解
し
応
援
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
キ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
「
国

消
国
産
」
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ一
体
と
な
っ
て
幅

「
生
産
者
」「
消
費
者
」「
職
員
」「
経
営
基
盤
」

四
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
た
経
営
を

　折
原

　敬
一

経
営
管
理
委
員
会 
会
長

た
ま
も
の

ま
い
し
ん

広
く
訴
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
第
三
の
「
職
員
」
に
つい
て
は
、
職
員
の
ス
キ
ル
を

高
め
、
一
人
ひ
と
り
が
活
躍
で
き
る
自
由
闊
達
な
職

場
風
土
を
築
く
こ
と
で
す
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
組
織
は
人
で
あ
り
、
実
際
に

業
務
を
遂
行
し
て
い
く
の
は
、職
員
で
あ
り
職
場
で
す
。

　
職
場
が
明
る
く
、
職
員
に
元
気
と
活
力
が
な
け

れ
ば
組
織
は
回
り
ま
せ
ん
し
、
そ
う
で
な
い
組
織
に

は
優
秀
な
職
員
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。

　「
人
は
城
、
人
は
石
垣
、
人
は
堀
、
情
け
は
味
方
、

仇
は
敵
な
り
」
と
は
、
戦
国
武
将
武
田
信
玄
の
名

言
で
あ
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
部
下
の
信
頼
関
係
を

強
固
に
し
、
業
務
に
励
め
る
よ
う
な
環
境
が
大
切
で

あ
り
、
協
同
組
合
運
動
の
実
践
者
と
し
て
、
ま
た

Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
高
い
志
を
持

つ
全
農
職
員
の
能
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
四
の
「
経
営
基
盤
」
に
つ
い
て
は
、
経
営
の
安

定
化
と
盤
石
化
を
図
る
こ
と
で
す
。

　
経
営
の
安
定
な
く
し
て
、
第
一、
第
二
、
第
三
の

考
え
方
を
実
践
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。

　
安
定
し
た
経
営
の
も
と
、Ｊ
Ａ
を
通
し
た
組
合
員

への
還
元
、
地
域
への
貢
献
、
職
員
・
職
場
への
投
資
、

そ
の
う
え
で
の
経
営
の
盤
石
化
を
図
り
、「
生
産
者
」

「
消
費
者
」「
職
員
」「
経
営
基
盤
」
の
四
つ
の
バ
ラ
ン

ス
を
意
識
し
た
経
営
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
変
化
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
単
純
に
前
例
を
踏
襲
す

る
こ
と
な
く
見
直
す
べ
き
は
見
直
し
た
う
え
で
、
次

世
代
に
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
の
四
つ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、〝
な
く
て
は
な

ら
な
い
全
農
〞で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
全
身
全
霊

を
か
け
て
全
農
会
長
の
務
め
を
全
う
す
る
強
い
覚
悟

と
決
意
を
表
明
し
、
私
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

か
っ
た
つ

あ
だ
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永
島
　聡

な
が 

し
ま

　

     

さ
と
し

北
里
　清
和

き
た 

ざ
と

　

      

き
よ  

か
ず

中
澤
　

  

昭

な
か  

ざ
わ

　

         

あ
き
ら

山
梨
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

神
農
　佳
人

し
ん  

の
う

　
　
　

 

よ
し   

と

長
野
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

伊
藤
　能
徳

い
　と
う

　
　
　よ
し  

の
り

新
潟
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

折
原
　敬一

お
り  

は
ら         

け
い
い
ち

山
形
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

前
田
　安
夫

ま
え   

だ

　

       

や
す   

お

徳
島
県
本
部 

運
営
委
員
会 

会
長

柚
木
　弘
文

  

ゆ  

の 

き       

　ひ
ろ  

ふ
み

鹿
児
島
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

経
営
管
理
委
員
会 

会
長

経営管理委員会  会長

菊
地
　裕
太
郎

き
く   

ち

　

       

ゆ
う   

た   

ろ
う

弁
護
士

稲
村
　政
崇

い
な  

む
ら
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ＪＡ全農 令和4年度事業報告の概要
　令和４年度、本会は事業環境の変化に対応し、生産者・ＪＡグループ・消費者・実需者
や地域のくらしにとって“なくてはならない存在”であり続けるため、これまでの自己改革の取り
組みを強化するとともに、今次中期（令和４～６年）事業計画で設定した６つの全体戦略
（①生産振興②食農バリューチェーンの構築③海外事業展開④地域共生・地域活性化
⑤環境問題など社会的課題への対応⑥ＪＡグループ・全農グループの最適な事業体制の
構築）の達成に向けて取り組みをすすめました。

経営収支
科　目

事業総利益
（うち総粗収益）
事業管理費
事業利益

その他経常損益
経常利益
特別損益

税引前当期利益
法人税・住民税および事業税

法人税等調整額
当期剰余金

当期首繰越剰余金
積立金取崩額
当期未処分剰余金

92,307
122,936

92,307
0

8,400
8,400

700
9,100

350
150

8,600
2,300

865
11,765

97,286
139,530

91,496
5,789

12,822
18,612

5,637
24,249

5,494
3,070

15,685
2,330

20,286
38,301

87,472
118,158
88,884
△ 1,411

9,579
8,168

676
8,845

△ 2,029
944

9,930
2,381

18,264
30,576

4年度
計 画

4年度
実  績

3年度
実  績

（単位：百万円）

経営概況
　取扱高は計画４兆6000億円に対して実績４兆9606億円と、計画比108％・前年比111％となり
ました。園芸事業では計画を下回ったものの、畜産事業および営農・生産資材事業における原料価格
上昇の影響や、米穀農産事業における販売数量の増加により、全体取扱高は計画および前年実績
を上回りました。

取扱高
科　目

供給
販売

供給・販売計
原料供給
合計

〈事業別内訳〉
米穀農産事業
園芸事業

営農・生産資材事業
畜産事業
生活関連事業
合計

12,838
28,593
41,431

4,569
46,000

6,213
12,080

8,083
10,725

8,899
46,000

13,126
28,869
41,995

7,611
49,606

6,737
11,207
8,779

13,751
9,132

49,606

12,638
27,432
40,070

4,654
44,724

6,691
11,022
7,784

10,856
8,371

44,724

102
101
101
167
108

108
93

109
128
103
108

104
105
105
164
111

101
102
113
127
109
111

4年度
計 画

4年度
実  績

3年度
実  績 計画比 前年比

（単位：億円、％）

①生産振興
○パートナー企業との連携等を通じた農作業受委託や、
農福連携の導入などによる労働力支援の実践（新規３
県、累計33県域）

○低コスト資材の普及に向けた、肥料の銘柄集約・集中
購買の促進（12.7万㌧、前年比116％）、農薬の担
い手直送規格の取り扱い拡大（30.6万ha、前年比
120％）

○生産者の所得向上や省力化に資する畜産資材「モバイ
ル牛温恵」（新規169戸、累計3131戸）、「ファームノー
トカラー」（新規65戸、累計889戸）の普及拡大
○国産飼料原料の生産拡大に向けた子実とうもろこしの
栽培実証（４県）

②食農バリューチェーンの構築
○実需者を明確にした米の直接販売の拡大（４年産最終
見込み：連合会取扱数量の80％、前年差＋10ポイント）

○青果物流通におけるコールドチェーンの構築に向けた、
産地貯蔵保管施設の設置（１カ所）

○グループ会社・他企業等と連携した「ニッポンエール」
商品などの国産農畜産物を使用した魅力ある商品開発
（新規126商品）
○「ＪＡタウン」における取扱品目・イベント企画の拡充や
ＳＮＳ等のメディアを活用した情報発信の強化などによる
販売拡大（32億円、前年比123％）

山
形
県
で
の
労
働
力
支
援

⑤環境問題など
　社会的課題への対応
○被覆肥料におけるプラスチック被膜殻の流出防止策の
実証（17県）や代替施肥法の試験実施（31県）をふま
えた、「流出防止マニュアル」の作成

○労働力・環境負荷低減に資する「生分解性マルチ」の
普及拡大（7万8670本、前年比112％）

○水田における秋耕など温室効果ガス削減への取り組み着手
○ＳＤＧｓや「みどりの食料システム戦略」、脱炭素化など
の実現に向けた取り組み、およびＪＡグループ・全農グルー
プの社会的価値の理解促進に資する広報活動の実施

⑥ＪＡグループ・全農グループの
　最適な事業体制の構築
○本会グループの精米・エネルギー・生活事業の競争力
強化に向けた子会社を含めた再編整備

○地域別飼料会社の機能強化に向けた、「ＪＡ全農くみ
あい飼料ホールディングス㈱」の設立

○ＪＡとの広域拠点整備など共同事業等による事業体制
の構築

○資材などの受発注業務効率化に資する「受発注センター
システム」（25ＪＡ）、資材店舗運営の効率化に資する
「新資材店舗ＰＯＳシステム」（５ＪＡ）の導入・拡大

【経営企画部】
令和4年度事業報告の
動画はこちら事

業
概
況

③海外事業展開
○米・青果物・牛肉などの日本産農畜産物の輸出拡大
（224億円、前年比129％）
○香港における日本産鶏卵の現地加工施設の設置や、
海外ニーズをふまえた現地実需者への商品提案などに
よる産地と実需者のマッチング（新規５件）

○肥料原料における海外山元との関係強化や調達先の多
元化による、継続した安定的な原料の確保（リン安：
224千㌧、尿素：196千㌧、塩化カリ：148千㌧）

○海外グループ会社の集荷・輸送・販売網の強化による
飼料原料などの安定供給（米国：ＺＧＣ1830万㌧、
ブラジル：ＡＬＺ470万㌧、カナダ：ＧＣＣ160万㌧）

④地域共生・地域活性化
○組合員へのエネルギー供給基盤強化に向けた
「ＪＡでんき」の契約数拡大（新規1万7346件、累計
5万7665件）

○農畜産物直売所を併設したファーマーズ型Ａコープ店舗
の出店拡大（新規出店８店舗、累計44店舗）

○太陽光発電や蓄電池などを活用した自家消費型太陽光
発電（ＰＰＡ）モデルの拡大（新規８カ所）

○地域・ＪＡの実態に応じた移動購買車の導入促進（新規
７台、累計122台）などを通じた生活インフラの維持

他
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業
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ＪＡ全農 令和4年度事業報告の概要
　令和４年度、本会は事業環境の変化に対応し、生産者・ＪＡグループ・消費者・実需者
や地域のくらしにとって“なくてはならない存在”であり続けるため、これまでの自己改革の取り
組みを強化するとともに、今次中期（令和４～６年）事業計画で設定した６つの全体戦略
（①生産振興②食農バリューチェーンの構築③海外事業展開④地域共生・地域活性化
⑤環境問題など社会的課題への対応⑥ＪＡグループ・全農グループの最適な事業体制の
構築）の達成に向けて取り組みをすすめました。

経営収支
科　目

事業総利益
（うち総粗収益）
事業管理費
事業利益

その他経常損益
経常利益
特別損益

税引前当期利益
法人税・住民税および事業税

法人税等調整額
当期剰余金

当期首繰越剰余金
積立金取崩額
当期未処分剰余金

92,307
122,936

92,307
0

8,400
8,400

700
9,100

350
150

8,600
2,300

865
11,765

97,286
139,530

91,496
5,789

12,822
18,612

5,637
24,249

5,494
3,070

15,685
2,330

20,286
38,301

87,472
118,158
88,884
△ 1,411

9,579
8,168

676
8,845

△ 2,029
944

9,930
2,381

18,264
30,576

4年度
計 画

4年度
実  績

3年度
実  績

（単位：百万円）

経営概況
　取扱高は計画４兆6000億円に対して実績４兆9606億円と、計画比108％・前年比111％となり
ました。園芸事業では計画を下回ったものの、畜産事業および営農・生産資材事業における原料価格
上昇の影響や、米穀農産事業における販売数量の増加により、全体取扱高は計画および前年実績
を上回りました。

取扱高
科　目

供給
販売

供給・販売計
原料供給
合計

〈事業別内訳〉
米穀農産事業
園芸事業

営農・生産資材事業
畜産事業
生活関連事業
合計

12,838
28,593
41,431

4,569
46,000

6,213
12,080

8,083
10,725

8,899
46,000

13,126
28,869
41,995

7,611
49,606

6,737
11,207
8,779

13,751
9,132

49,606

12,638
27,432
40,070

4,654
44,724

6,691
11,022
7,784

10,856
8,371

44,724

102
101
101
167
108

108
93

109
128
103
108

104
105
105
164
111

101
102
113
127
109
111

4年度
計 画

4年度
実  績

3年度
実  績 計画比 前年比

（単位：億円、％）

①生産振興
○パートナー企業との連携等を通じた農作業受委託や、
農福連携の導入などによる労働力支援の実践（新規３
県、累計33県域）

○低コスト資材の普及に向けた、肥料の銘柄集約・集中
購買の促進（12.7万㌧、前年比116％）、農薬の担
い手直送規格の取り扱い拡大（30.6万ha、前年比
120％）

○生産者の所得向上や省力化に資する畜産資材「モバイ
ル牛温恵」（新規169戸、累計3131戸）、「ファームノー
トカラー」（新規65戸、累計889戸）の普及拡大
○国産飼料原料の生産拡大に向けた子実とうもろこしの
栽培実証（４県）

②食農バリューチェーンの構築
○実需者を明確にした米の直接販売の拡大（４年産最終
見込み：連合会取扱数量の80％、前年差＋10ポイント）

○青果物流通におけるコールドチェーンの構築に向けた、
産地貯蔵保管施設の設置（１カ所）

○グループ会社・他企業等と連携した「ニッポンエール」
商品などの国産農畜産物を使用した魅力ある商品開発
（新規126商品）
○「ＪＡタウン」における取扱品目・イベント企画の拡充や
ＳＮＳ等のメディアを活用した情報発信の強化などによる
販売拡大（32億円、前年比123％）

山
形
県
で
の
労
働
力
支
援

⑤環境問題など
　社会的課題への対応
○被覆肥料におけるプラスチック被膜殻の流出防止策の
実証（17県）や代替施肥法の試験実施（31県）をふま
えた、「流出防止マニュアル」の作成

○労働力・環境負荷低減に資する「生分解性マルチ」の
普及拡大（7万8670本、前年比112％）

○水田における秋耕など温室効果ガス削減への取り組み着手
○ＳＤＧｓや「みどりの食料システム戦略」、脱炭素化など
の実現に向けた取り組み、およびＪＡグループ・全農グルー
プの社会的価値の理解促進に資する広報活動の実施

⑥ＪＡグループ・全農グループの
　最適な事業体制の構築
○本会グループの精米・エネルギー・生活事業の競争力
強化に向けた子会社を含めた再編整備

○地域別飼料会社の機能強化に向けた、「ＪＡ全農くみ
あい飼料ホールディングス㈱」の設立

○ＪＡとの広域拠点整備など共同事業等による事業体制
の構築

○資材などの受発注業務効率化に資する「受発注センター
システム」（25ＪＡ）、資材店舗運営の効率化に資する
「新資材店舗ＰＯＳシステム」（５ＪＡ）の導入・拡大

【経営企画部】
令和4年度事業報告の
動画はこちら事

業
概
況

③海外事業展開
○米・青果物・牛肉などの日本産農畜産物の輸出拡大
（224億円、前年比129％）
○香港における日本産鶏卵の現地加工施設の設置や、
海外ニーズをふまえた現地実需者への商品提案などに
よる産地と実需者のマッチング（新規５件）

○肥料原料における海外山元との関係強化や調達先の多
元化による、継続した安定的な原料の確保（リン安：
224千㌧、尿素：196千㌧、塩化カリ：148千㌧）

○海外グループ会社の集荷・輸送・販売網の強化による
飼料原料などの安定供給（米国：ＺＧＣ1830万㌧、
ブラジル：ＡＬＺ470万㌧、カナダ：ＧＣＣ160万㌧）

④地域共生・地域活性化
○組合員へのエネルギー供給基盤強化に向けた
「ＪＡでんき」の契約数拡大（新規1万7346件、累計
5万7665件）

○農畜産物直売所を併設したファーマーズ型Ａコープ店舗
の出店拡大（新規出店８店舗、累計44店舗）

○太陽光発電や蓄電池などを活用した自家消費型太陽光
発電（ＰＰＡ）モデルの拡大（新規８カ所）

○地域・ＪＡの実態に応じた移動購買車の導入促進（新規
７台、累計122台）などを通じた生活インフラの維持

他
企
業
と
の
協
業
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発行／全国農業協同組合連合会　2023年（令和5年）8月14日発行（毎週月曜日発行）
第3440号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

ホクレン

　北海道北部の名寄市で作られたイエロー種のトウモロ
コシ「ゴールドラッシュ」と真っ白な「ホワイトコーン」をセッ
トでお届けします。
　「ゴールドラッシュ」は、ジューシーで大粒な実と粒皮の柔
らかさのバランスが良く、丸ごとかぶりつくと爽やかな甘み
が口いっぱいに広がります。「ホワイトコーン」は、美白が自
慢の白粒種のトウモロコシで、小粒でつやがあり、甘みが強
いのが特長です。美しい見た目と上品な風味が人気を博し
ています。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA道北なよろ　名寄産 とうもろこし食べ比べ
セット2L 各5本……5450円（税込み）

JA全農の産地直送通販サイト

　8月19日放送では、群馬県の上州和牛使用ハンバーグ（６個セット）を3名様にプレゼントします。
　群馬県は、利根川水系の豊富な水資源と上毛三山（赤城山・榛名山・妙義山）に囲まれた畜産
が盛んな地域です。この素晴らしい環境で育てられた群馬の肉牛・上州和牛は、古くから風味の豊
かな牛肉として知られています。そんな上毛三山の恵み豊かな群馬県産
上州和牛すね肉を使用し、うまみをギュッと閉じ込めたハンバーグに、こく
深いデミグラスソースを絡めました。ぜひご賞味ください。
　また、ＪＡタウンギフトカード5000円分を1名様にプレゼントします。

【広報・調査部】

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント
応募は番組ホームページで受け付け中

応募締め切りは8月19日の放送で
ランキング1位の曲が発表されるま
でです。

JAタウン
ショップ名 新鮮ぐんまみのり館

こちらの商品はＪＡタウンからご購入いただけます。

「カルピス」とのコラボレーション第３弾

　2022年11月にコラボ第１弾として、「国産
ミルク＆カルピス」を発売し、23年２月には、
第２弾「愛媛県産河内晩柑＆カルピス」を
発売しました。両商品ともに「日本の酪農と農
業を応援する」というコンセプトが支持され、
お客さまから「（商品を購入することで）日本
の生産者の応援になるのはうれしい」など、
好評をいただきました。
　100年以上受け継いできた乳酸菌と酵

　全農の商品ブランドであるニッポンエールとアサヒ飲料㈱の「カルピス」ブランドのコラボ第３弾
「国産いちごラテ＆カルピス」をアサヒ飲料より、８月１５日から全国で発売します。同商品は「カル
ピス」に北海道産牛乳と栃木県産イチゴ「とちおとめ」を使った、いちごラテをブレンドしています。
まろやかながらもすっきりとした後味が楽しめます。　　　　　　　  　    【営業開発部・酪農部】

母、発酵という自然製法から生まれた「カル
ピス」と全農のブランド「ニッポンエール」の
コラボ商品として発売することで、市場の活
性化とともに国産農畜産物の消費拡大を図
ります。

かわ ち    ばん かん

商 品 名　国産いちごラテ＆カルピス
発 売 日　８月１５日（火）
価　  格　173円（税込み）　内 容 量　500ml

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

休刊のお知らせ
8月21日号は休刊いたします。
次号は8月28日号です。

※「カルピス」はアサヒ飲料㈱の登録商標です。
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